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１． は じ め に

日常の図書室業務を客観的に把握する手段

として、統計をとることは有用である。統計

には大きく分けて、図書室の現象を量的に把

握するもの（蔵書数、新規購入図書、製本雑

誌数、現行受入雑誌数、ｅｔｃ．）と、図書室の

機能を質的に把握するもの（利用者数、貸出

冊数、相互貸借件数、レファレンス件数、ｅｔｃ．）

がある。これらは、図書室のマネージメント

の上からも、予算要求、運営上の改善、さら

には新しい企画を行う場合の資料として重要

なものである。しかし、各図書室での統計の

実施状況はまちまちであり、また、行ってい

ないところもかなり多いのが病院図書室の実

態であった。

そこで、協議会としての全体的な動向を知

り、各病院図書室の実情を把握するため、ま

た、病院図書室に対する各方面からの問合せ

にも対処できるように、スタンダード化され

た統計の実施を試みることにした。

初年度は、日本医学図書館協会（ＪＭＬＡ）年

次統計を参考にして項目を設定し、１９８０年

４月～１９８１年３月を対象期間として、各図

書室に提出を 依頼した。１９８１年度より、不

備な点などに若干の変更を加え、今年度（１９８３

年度）までに４回の年次統計の集計を行って

いる。

今回、今までの集計で得た結果を報告する
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とともに、今後の年次統計のあり方について

考えてみたい。

２． 対象期間ならびに調査項目

対象期間は、病図協の年度に合わせて、各年

の４月初から３月末までとし、１９８０年度を

昭和５６年１２月、１９８３年度を昭和５９年６月に

行い、その間、計４回を重ねた。

調査項目は図１の通りである。

３． 回 収 状 況

回収状況は、いずれかの項目に回答があっ

た ものは、１９８０年度４３機関（会員数５４）、

１９８１年度４０機関（同５６）、１９８２年度３４機関

（同６０）、１９８３年度３８機関（同６２）であった。

初めから、不参加として連絡があった機関も、

各年２～３あった。

回答率の最も良かった項目は、施設、職員

に関するもので、各年とも、ほぼ９０％ 以上

の回答率であった。

逆に、回答率の悪かったのは、利用に関す

る項目で、特に院内貸出冊数の把握が、充分

に行なえない状況にある施設が多いようであ

る。

４． 集 計 結 果

１） 施 設

平米数から見れば、各年度間には、さほど

差はない（表１）。しかし、併設の場合が多
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病 院 名

病 院 番 号

阿 院 図 書 室 年 次 統 計

房床 数

厖 設 ｉ 独立したスペースを持つ

ｉｉ独立したスペースを持ｔｃない（

面 積

図嗇室 正式名称

と 併 設

延 而積 事 務室 閲 蝿室 卯 その仙

ａｍ λｍ よｍ ４ｍ
ｊｍ

職 員 所 属

ａ）職ｒｎ．数

ｂ ）

所 ｍ長 職名

男 女 計 司 書 専任 兼任 （ 兼務内 容 ）
ア ル バ イ ト
フ ル タイ ム パート

（ ）

経Ｓ：’ｉ年数

／年末満 ぷ年末満 ／０年末満 ／０年以上

図書委員会 信 ： 構成人員

無

蔵 書

年間 開 催数 回

料図 入費
総 ｎ 単 行 嗇 雑 誌 製 本 旨 そ の 他

利 用

ａ）サービス対象人員 職 員

ｂ）利用に関する規定 有 ：

無

Ｔ
ｒ
Ｌ
Ｌ

名

医 師 ・ 職員外

看護婦

技術職

その他

称

ｃ）院内利用 貸出冊数（年 間） ※ 長期貸出は別掲

単 行 沓 製本雑 誌 末製本 雑誌

つ つ
図１ 調査項目（続く次頁）

９



１０

８

９

長期 貸出 冊数 累計 長期 貸出先

医局 ・検 査部・ 薬斉略１５・医 ｍｍ ・栄養 （給 食） ・

その 他 （ ）

ｄ） 相互利 用

貸 借

現 物 桓 写 謝 絶 現 物 複 写 謝 絶

件 件 枚 件 件 件 件

Ｇ） レファ レン ス・サ ービス

文 献 検 索
事 項 調 査 そ の 他

マニ ュアル 機 械

整 理

ａ）分類法

ｂ）目録稲類

ＮＤＣ ＮＬＶ．Ｃ その 他（
－

書名目 録 分 類目 録 著者 目録 件 名目録 そのｌＵｉ（

視聴覚資料・ＵＲ器

ａ）資料累計

㎜ ㎜ － や

マイクロ 資料
ｆｉｌｍ ｆｉｓｈ

映 画

フ イル ム

スライド 録 音 テ ー プ
カセ ット オープ ン リール

レ コ ード 及

びソ ノシ ー１

）

－ 一一－

ビ デ オカセ ット その 他：

器 マ イクロ 綴＾^ 映 写 機

複 写 機 タイプ ラ イター

デー タ・タ ーミナル その他

ｂ） 機 器

１ ０ 図書室出 版物

嗇 名
発 行

年間 発行 回数 部 数 備 考

１ １ 二 次 資 料

ＣｕｍｕｌａｔｅｄＩｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ・ Ｉｎｄｅｘ Ｍｃｄｉｃｕｓ・ Ｉｖｘｃｅｒｐｔａ Ｍｃｄｉｃａ（ 頴） ・

ＳｉｅｎｃＧＣｉｔａｔｉｏｎＩｎｄｅｘ ・ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ（Ｌｉｆｎ Ｓｃｉｅｎｃｅ，Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｐｒａｃｔｉｃｅ） ・

医学 中央雑 誌・ 各主題 別分ｍ 災・雑誌 総合 目ｉ’Ａ（文部省） ・ 医 学雑 誌総 合目録 （．川 ，Ａ） ・

現行医学邨 訪所 在目ｍ．（Ｍ Ａ） 年ｌ＼ｋ・邨 誌記り；索 引 （医 学・ 薬学制 ： 小 かｑ会！胤１陪・！）

図１ （続き）



表１． 図書室面積

＞犬 １９８０ １９８１ １９８２ １９８３

Ｏ～５０

５１～１００

１０１～２００

２０１～３００

３０１～

６

１４

１２

５

１

７

９

１２

５

４

６

９

８

４

４

８

１０

９

４

５

最大／最小 ５６４／
２５
５８０／
２２．５
５６２／
２５
５６２／
２５

１９８０４６．３％

１９８１４４，４％

１９８２ ３９．２％

１９８３３７．５％

１９８０ ４８．７％

１９８１ ５１．４％

１９８２４５．５％

１９８３ ３７．１％

１９８（ ）圃

１９８１ ＨＩ コ

１９８２ ＸＺＺ コ

１９８３ｒｘ：^ ？］

１９８０４８．７％

１９８１５４．１％

１９８２４５．５％

１９８３４０％

図２ 職 員

く 、’８０年 度２３機 関 （ｂｌ．^％）、’８１年度１３

（３２，５％）、’８２年度１０（２９．４％）、’８３年度１１

（２８．９％）と、率としては、年々低くなって

きているが、％は、病歴室や、医局、会議室

と併設で ある。また、一方では、５００ｍ＾以

上の大きなスペースを持つ図書室もあった。

２） 人 員

平均職員数は、各年平均 １．４～１．５人とそ

れ程変化はない。司書の勤務する機関数、あ

るいは専任職員のいる機関数は、１９８１年度、

司書のいる機関の割合、５１．４％、専任のいる

機関の割合５４．１％ をピークとして、％は減っ

てきている（図２）。しかしこれは、１９８１年

表２． 資料費

臨 折 １９８０ １９８１ １９８２ １９８３
０～９９

１００～１９９

２００～２９９

３００～３９９

４００～４９９

５００～５９９

６００～６９９

７００～７９９

８００～８９９

９００～９９９

１０００～１０９９

１１００～１４９９

１５００～２０００

１

３

４

５

４

３

４

４

１

１

１

３

３

４

３

１

４

２

２

１

５

１

５

３

２

２

２

１

２

１

１

３

１

３

７

４

」

３

２

３

１

１

２

３

１

度に、司書、あるいは専任職員がいた機関の

一部から、１９８３年度には回答を得られなかっ

たことに因るものと思われる。従って、現状

としては、さほど変わっていない。

しかし、専任職員の占める割合が約半数で

あるという事実は依然として残り、協議会活

動に、積極的に参加してゆく上での、各担当

者の制約の多さも、この結果からうかがえる。

兼務内容としては、病歴管理、医局事務が

多かった。

３） 図書委員会

図書委員会のある機関は、１９８０年度２６機

関（６０．５％）、１９８３年度２４機関（６３．２％）で

ある。

構成人員は、２人のところから２６人のと

ころまで、開催回数も、年１回のところから

１２回のところまで、各機関の事情によって、

まちまちであった。

４）ｉｆ 料

資料費は、１００万円台から４００万円台が多

く、各年とも半数がこの間に集まっている。

また、９００万円以上という、多額の資料費を有

する機関も、かなりの割合であった（表２）。

単行書の蔵書数は、１００１～３０００冊台が多

１１



表３． 蔵書数（単行書）

臨球乙１９８０ １９８１ １９８２ １９８３
～１０００

１００１～３０００

３００１～５０００

５００１～１００００

１０００１～

６

１４

８

９

３

６

９

９

８

２

５

１２

７

５

３

６

１４

７

５

３

表４． 年間単行書受入冊数

バ １９８０ １９８１ １９８２ １９８３

～５０

５１～１００

１０１～１５０

１５１～２００

２０１～２５０

２５１～

８

１０

６

２

２

１０

５

１

６

３

１

１０

６

３

６

１

５

９

１２

４

５

２

４

７

く、年間の単行書受入数は、２５１冊以上のと

ころが多かった（表３，４）。

資料費との関係を見てみると、全体にバラ

ついていて、単行書の受入冊数には、資料費

の多少はそれほど関係はないようである（図

３）。例えば資料費が年間２，０００万円あって、

受入単行書は５０冊という病院もある。また、

すべてが購入ではなく、寄贈図書が多い施設

もあるのではないかと考える。

現行雑誌受入タイトル数は、１５１～２００タ

イトル台が多い（表５）。雑誌の受入タイト

ル数と資料費との関係を見ると、前述の単行

書とは異り、だいたい比例している（図４）。

病院図書室では、スペースも限られていて、

資料の所蔵量については、それ程多くを望め

ない。雑誌の受入タイトル数についても、今

後さほど増えるとは思えない。また、続々と

出版される新刊雑誌の購入についても、一病

院では、とても購人しきれるものではなく、
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２５０
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図３ 単行書の受入冊数と資料費との相関

表５． 現行雑誌受入クイトノレ数

≧／ じ１９８０ １９８１ １９８２ １９８３
～５０

５１～１００

１０１～１５０

１５１～２００

２０１～２５０

２５１～

７

９

６

８

５

５

５

７

４

１０

５

４

５

８

２

８

４

５

５

９

２

１３

４

５

組織として、分担収集など、不足を補う何ら

かの方法を検討すべきではないかと考える。

５） 利 用

利用統計は、中でも特に貸出統計は、出し

ていないところが多いようで、回答率が低か

った（表６）。

夜間、あるいは休日の無人になった状態で

の利用が多いことも、貸出冊数の正確な把握

を困難にしている一因と考える。しかし、図
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図４ 雑誌タイトル数と資料費との相関

表６． 貸出（単行書）

年度 総冊数／回答施設数 月平均冊数

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

６２０３／８

８９６２／１０

６５４０／１１

６００７／１３

６４．６

７４．６

４９．５

３８．５

書室での、一日の業務量を省みる時には、重

要な資料となるので、各図書室の状況に合わ

せて統計をとってゆく必要があるのではない

だろうか。

また、未製本雑誌については、必要文献を

複写して利用することを前提として、一切の

貸出を認めないという施設もあった。最近で

は、病院内に複写機の無いところはほとんど

無く、その上、未製本雑誌は紛失しやすいと

ころから、今後、同じような方針を打ち出す

機関も出てくるのではないかと思う。

長期貸出は、％以上の機関で行っていて、

表７． 長期貸出

年度 施 設 数 総 冊 数 平均冊数

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１５

１６

２５

２９

７９５９

１１１６１

１１７８５

４９７．４

６２０．０

５８９．３

注１．

注２．

１９８０年度は、貸出冊数の調査は行

なわなかった。 ｀
貸出冊数、平均冊数は回答のあっ
た病院のみ
（ ’８１－１６ ’８２－１８ ’８３－２０）

表８． 相互貸借総件数

年度 貸（件） 借（件）

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１３９０

１７６８

２９５７

２７５０

６０４８

８７８５

７００８

８３６３

（ ＳＯ－３４．９９６、’８１－４０％、’８２－７３．５％、’８３－

７６．３％）平均冊数は、１９８１年度４９７．４冊、１９８２

年度６２０．０冊、１９８３年度５８９．３冊である（表

７）。長期貸出が行なわれたのが単行書であ

るのか雑誌なのか分けなかったのだが、仮り

に単行書だけだとすると、多いところでは、

蔵書の４割近くが長期貸出となっている。貸

出先は、医局、検査部、薬剤部が多く、常に、

手近に資料が必要な部門であるためであろう。

それと同時に、図書室だけでは全ての書籍を

管理しきれないという、スペース上の理由も

考えられるのではないだろうか。

いずれにしろ、「目録上は所蔵している資

料が実際には図書室にない」という、利用者

からの不満の声が出る場合もあるだろうから、

今後考えてゆかなければならない問題の一つ

であろう。

相互利用については、別に行っている相互

貸借件数調査に準じた設問をとった。協議会

全体の貸借件数は表８の通りであるが、これ
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表９． 分類法

Ｔ １９８０ １９８１ １９８２ １９８３

ＮＤＣ

ＮＬＭＣ

ＮＤＣ ，
ＮＬＭＣ併用

その他

１９（５９．４％）

１１（ＺＡ．Ａ％）

１（３．１％）

１（Ｚ．Ｉ９６）

１６（４８．５％）

９（２７．３％）

５（１５．２％）

３（９．１９６）

１２（４６．２％）

９（３４．６％）

５（１９．２％）

３（１１．５％）

１３（４１．９％）

１１（３５．５％）

５（１６．１％）

２（６．５％）

については、病図協総会の議案書で、より細

かく報告しているので参考にしていただきた

い。また、相互利用の推移に重点を置いた報

告は、「近畿病院図書室協議会における相互

貸借活動のあゆみ」として、加島民子氏（大

阪回生）によってなされている（医学図書館

２９（３）：２１４～２２１，’８２）。

レファレンス・サービスは、１９８０年度 ３７．２

％、１９８１年度３５％、１９８２年度４１．２％、１９８３

年度 ４４．７％ の機関が行っている。しかし、

クィック・レファレンスなどで、記録に残し

ていない所もあるので、実際には、もっと多

くの図書室で行っている。

レファレンス・サービスは、利用者の情報

要求に対して司書が人的援助を与えることで

あるので、現代のような情報化社会の中の図

書室では、ますます重要な機能となってくる。

そのためのトゥールとして必要な二次資料の

充実は、１９８３年度では、何らかの二次資料

のある機関３３（８６．８％）であった。

文献検索のトゥールの中で一番多かったの

は、「医学中央雑誌」３０、次いで「ＩｎｄｅｘＭｅｄｉ－

ｃｕｓ」２２、「Ｃｕｍｕｌａｔｅｄ Ｉｎｄｅχ Ｍｅｄｉｃｕｓ」１７

であった。所在を知るために必要な「医学雑

誌総合目録」（ＪＭＬＡ）は２３機関が所蔵してお

り、「現行医学雑誌所在目録」（ＪＭＬＡ）も、

すべてが最新版ではなかったが、２３機関で

所蔵していた。

１９８４年３月には「医学雑誌総合目録・和

文編」（近畿病図協）が完成し発刊された。

１４

これと、先に発刊された欧文編は、加盟各機

関は当然所蔵しているの七、相互利用を含め

たレファレンス・サービスの実施には、今後

の充実が期待される。特に、文献の機械検索

は、データ・ターミナルを設置している図書

室が増えてきているので、ますます増加する

ものと思える。

６） 整 理

分類法は、ＮＬＭＣを採用して いる機関が

増加してきている（表 ９）。併用している機

関 も含めると、１９８３年度では１６機関、５１．６

％ と過半数を占めるまでになった。協議会

会報で紹介したり、研修会で取りあげたりし

た結果であろう。

目録は、１９８３年度調査では、一種類しか

作成していない所が最も多く、書名目録７機

関、分類目録４機関であった。次いで、二種

類の機関９、三種類の機関６で、書・分・著・

件の４種類を作っているところは、わずかに

３機関であった。担当者が少ない割には業務

量の多い図書室ではこ 全ての目録を作成する

時間の無い所も多いと思えるので、各々の図

書室で、利用者の要求に応えられるような工

夫をすれば良いのではないだろうか。

また、コンピュータに目録を入力している

ところもあったが、コンピュータの普及とと

もに増えてくるのではないかと考える。

５． お わ り に

以上、各項目にわだっての集計結果を見て



？

きたが、４回の年次統計調査に応じた機関数

は、延べ５４機関である。しかし、全ての年

度に回答を寄せたのは２６機関であり、５機

関からは、まったく回答が得られなかった。

従って、年度毎に回答病院・回答数が異なり、

協議会組織全体の統計としての資料にはなり

得ていない。回答率が低いのは、職員の交替

など、各機関それぞれに事情があるだろうが、

統計業務に対する認識が、まだ不十分なせい

もあろう。

また、年次統計の提出を求める側として、

各項目に対する説明の不十分さ、あるいは、

記入しにくい点があった事など、今後の課題

Ｉ本誌は病院図書室活動およびその関連分野

に関する論文を私文により掲載する。

ｎ原稿

①原稿用紙は４００字詰のものを用い、長

さは約３０枚までとする。

②原稿の様式

イ標題、著者名、所属機関名を記入し、

著者名にはａ ―マ字読みを付記する。

口抄録をつけることとし、論文の要約を

原稿用紙１枚（ ４００字 ）以内に和文

で記入する。

八本文中の数字、欧文記入については一

マス２字とし、又イタリック体やゴヂ

ック体を特に指定する場合には、その

箇所に下線を引きその旨明記する。

③参考文献の記載要領

イ雑誌論文

著者の姓名：論題、雑誌名、巻（号）：頁

（はじめとおわり）．出版年の順とする。

として検討を加えてゆきたい。また、提出時

期が一定しなかった事など、各機関に対する

配慮に欠けたことを反省している。

最初に述べたように、統計は、図書室を円

滑に、機能的に運営してゆく上で重要な資料

となる。繁雑な日常業務にとりまぎれて、つ

い客観的な視点というのを失いがちになるが、

統計業務を通じて、図書室業務を客観的に把

握し、さらに意欲的な図書室運営を行ってい

ただきたい。

また、協議会全体としても、。病院図書室の

動向を把握し、組織の発展に役立てたい。

※著者名，欧文の場合は姓を先に，名

はイニシャルのみ。

※雑誌名の省略，欧文誌はＩｎｄｅｘＭｅｄ－

ｉｃｕｓのＡｂｂｒｅｖｉａｔｉｏｎに準ずる。邦

文誌は原則として省略しない。

口単行書

著者または編集者名：書名 ，版次 ，

（翻訳者名）．発行地 ，発行所 ，出版年，

引用ページ（ はじめとおわり ）の順

とする。

ｍ校正は原則として編集委員会が行なう。

ＩＶ別刷は当面予定していないので，本誌一部

を増呈してこれに代える。

Ｖ稿料は原則として支払わない。

Ⅵ原稿送付先

〒６１２ 京都市伏見区深草向畑町１－１

国立京都病院図書室

ＴＥＬ ０７５－６４１－９１６１

以上
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